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摘 要 
三重県津市美杉町において、地域住民への聞き取り調査を中心としたフィールドワークを通して、地域
の自然事象に関する標本や伝承などの資料を収集した。本論文は、これらの資料をもとに、地域の小学 6
年生を対象とした「美杉博物館」と「大洞山のなぞを探る」授業を開発した実践報告である。授業実践
を行ったところ、児童の地元に対する興味・関心が醸成され、地元の自然に対する理解を深めることが
できた。また、著者らのフィールドワークを通した住民との交流が、住民の地域に対する見方について
の変容をもたらすことが分かった。 
 
 
Ⅰ はじめに 
 
現行の小学校学習指導要領の理科では、地域の
自然に親しむ活動や体験的な活動を多く取り入れ
ることや、学習の成果と日常生活の関連を図り、
自然の事物・現象について実感を伴って理解でき
るようにすることが明記されている（文部科学省，
2008）。それぞれの地域において自然の事物・現象
を教材化し積極的な活用を図ることは大きな課題
である。 
一方で、地域の事物・現象を教材化することは
容易ではない実態がある。兵庫県内に勤務する小
学校教員を対象とした調査では、教員の 7 割以上
が地域の実態や特性を生かした学習活動を行いた
いと考えているが、6 割以上の教員は理科や総合
的な学習の時間において地域の実態や特性を生か
した学習活動を行った経験がないと回答している。
その理由としては、教材開発を行う時間的な余裕
がないこと、教員自身が郷土のことを知らないこ
と、教員自身が郷土の自然を教材化することの目
的や意義を理解していないこと等が挙げられた
（林，2015）。 
しかしながら、地域には教材化を行うことがで
きるような自然事象が確実に存在し、その自然事
象を詳しく知っている住民も生活している。身近
な地域の自然事象に関する科学的研究が行われて
いる例も少なくない。地域住民からの情報や最新
の科学的知見を活用すれば、地域の自然事象を教
材化することは十分に可能である。著者の中野は、
東日本大震災以降、福島県伊達市霊山町大石地区
をフィールドとして、地域住民や小学校教員と共
同して地域の自然事象を活かした授業開発を行い
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授業実践に取り組んで
中野ほか，2016
育研究の場として
り、活動の中でこれまで福島県で行ってき
な実践ができないかと模索を続けてきた。本稿で
は、三重県津市美杉町において、
民との交流の中で見出した知見をもとに構築した
小学校理科第
ける身近な地域の自然を理解する授業開発とその
教育実践について報告する。
 
Ⅱ 教材開発
 
1. 美杉地域の地域的特徴
三重県津市美杉町は、三重県津市の最南
山間部にあり、奈良県と
面積は 206.7 
2018）、その約
ピー基地，2018
った北畠氏の拠点が置かれたことや、お伊勢参り
の参宮街道であった伊勢本街道が通っており、江
戸時代には宿場町として賑わったことから、現在
でも歴史的遺産が数多くみられる。
名にも入っているように、杉の人工林が多く見ら
れ自然豊かな土地である。主な産業として林業が
きた（中野・江口，
）。また、
美杉町
6 学年「大地のつくり」の単元にお
 
㎢と津市の約
90％が森林である（美杉森林セラ
）。南北朝時代には、伊勢国司であ
Matsumura et al.
2013 年からは学生の教
で然体験活動を続けてお
著者らが
 
 
県境を接している
 29％を占め（津市，
図 1 美杉町の位置
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破線で囲った
Utilization of 
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）。
町
盛んであったが、海外の安い木材が広まるにつれ
て衰退していった。現在では過疎化と高齢化
って人口減少が
あなあ日常」を原作とした『
なあなあ日常～』の映画のモデルとなった町であ
る。
美杉町は光害が比較的少なく冬場の晴天率も良
いため天体観測に適しており、著者の中野は美杉
町下多気地区の旧建築事務所を買い取り、天文教
育の活動の場としている（平川ら，
でに延べ
地を訪れている。
美杉町のシンボル的存在として大洞山（標高
1013
を持ち、なだらかな稜線を東西になびかせた端麗
な形をしている。大洞山全体がホラ貝を伏せたよ
うな形に見えるため、この名がついたと言われ、
山麓の三多気から見上げると、隣の尼ヶ岳と共に
円錐形をした美しい山容をしている。
大洞山周辺の地質図を図
央構造線より北側に位置し、逢坂峠付近の北西に
のびる断層を境に地質が大きく変化している。断
層より東側では基盤岩である前・後期白亜紀にか
けて形成された領家花崗岩類が基盤岩として広域
に分布している。美杉町の領家花崗岩類は新期花
国土地理院 Web
領域は図２の範囲を示す
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崗岩に属し美杉トーナル岩と呼ばれ、アルカリ長
石をほとんど含まず、石英と斜長石、有色鉱物か
らなる深成岩であり、球状花崗岩などが発見され
ている（津市，2014）。 
大洞山周辺では中新世中期の山粕層群が見られ
る。山粕層群は下位層が伊賀見砂岩層、上位層が
中太郎生泥岩層からなる。伊賀見砂岩層は山粕地
層群の大部分をしめており、貝化石が多く出土し
ている（三重県，2007）。 
大洞山は後述するように火山だと思っている地
域住民が多い。Wikipedia においても、大洞山につ
いて「雄岳、雌岳の二峰で構成される楯状火山で
あった死火山の山である」と記述されている。し
かし、近年の研究（荒牧・羽田，1965；角井・新
正，1999；新正ほか，2002；星，2002；山下ほか，
2007；室生団体研究グループ，2008）により、大
洞山は中新世中期に現在の大台ヶ原付近での噴火
で噴出した火砕流や火山灰が堆積し、長い年月を
かけて侵食される中で残ったものだと考えられて
いる。 
 
2. フィールドワーク 
2-1. 立体地形ジオラマの作製 
 本研究では露頭調査や文献調査を通して教材化
する自然事象の抽出をしていくが、地域住民への
聞き取り調査を通して地域住民しか知り得ないよ
うな自然事象の発掘を行うことが重要であると考
えた。福島県伊達市は中野の出生地である。この
ため、福島での情報収集は比較的容易な面があっ
た。しかし、三重県では情報収集が困難となるこ
とが予想されたため、地域住民とのコミュニケー
ションを円滑に行う何らかのツールが必要である
と判断した。そこで地域住民との交流のツールの
として立体地形モデルを作製することにした。立
体地形ジオラマを作製することで、地域住民との
交流において以下の 5 つの利点が得られると考え
た；①インパクトが大きい、②コミュニケーショ
ンのハードルが下がる、③地域の地学事象を俯瞰
的に捉えることが出来る、④地域における地域住
民の各々の地学事象を想起しやすくなる、⑤自分
図 2 大洞山周辺の地質図 
（GSJ,AIST、20 万分の 1日本シームレス地質図を一部加工） 
Matsumura et al. 2018. Utilization of Indigenous Knowledge 
19 地域生活学研究 第 9 号（2018 年）pp. 16-29 
 
自身（筆者）が模型作りを通して地域の事を深く
学ぶことが出来る。 
立体地形ジオラマは、等高線に沿って切り抜い
た厚紙を張り合わせて作るものから、現在は 3D
プリンターを用いての削り出し加工によるものな
ど多様な製作法によるものが作られ、市販もされ
ている。本研究での作製方法は等高線に沿って切
り抜いて張り合わせて作る方法を採用した。先行
研究として伊藤ほか（2010）は展示物として約 26
㎝×32 ㎝の立体地形モデルを作製している。しか
し、学校のクラスを対象とした場合、伊藤ほか
（2010）のサイズの立体地形モデルを用いたとし
てもクラス全員で眺めることは難しい。そこで本
研究では立体地形モデルの材料として発泡スチロ
ールより加工しやすく、耐久性があるスチレンボ
ード（5×910×1820 mm）を使用し、910 mm×1820 
mm 大の立体地形モデルを作製することにした。
立体地形モデルの作製については浅岡（1978）の
作製方法を参考に行った。立体地形モデルの作製
に使用した材料は以下のとおりである。 
立体地形モデルの作製手順を以下に説明する。 
①作製する立体地形モデルの範囲決定 
作製する立体地形モデルの範囲は、将来美杉町内
の小学校で利用されることも考え、小学校と大洞
山が必ず含まれるようにした。 
②スチレンボードへの等高線の複写 
スチレンボードを固定した黒板にプロジェクタ
ーで地理院地図の地形図を投影しスチレンボード
に複写する。スチレンボードには投影した等高線
を標高の低いほうから 20 m 毎に写し取っていっ
た。5 mm のスチレンボードの厚さが 20 m の高度
差に対応する。余白の部分を有効に活用する等の
工夫を行い、使用するスチレンボードの枚数を削
減した。 
③パーツの切り出し 
写し終えたスチレンボードを大まかにカッター
で切り出し、等高線に沿って発泡スチロールカッ
ターで切り取った。その際、スチレンボードを組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 完成した立体地形ジオラマ 
 
み立てた再の段差を解消するために、斜めに切れ
込みを入れる工夫を行った。発泡スチロールを使
用することによる凸凹を解消するために♯400 の
紙やすりを使用してかすりがけをおこなった。 
④接着・組み立て 
等高線間の段差をなくしたパーツを、発泡スチ
ロール専用の接着剤（スタジオサカイ製、「スチボ
ンド」）で接着した。 
⑤立体地形ジオラマの塗装 
スチレンボードは油性塗料を使用すると、表面
が溶けて凹凸になるため、水性塗料を使用して塗
装を行った。植生のある部分は緑色に、農耕地や
裸地は茶色に塗装した。河川は青色に、道路や線
路は白と黒を用いて書き込んだ。最後に艶消しの
ラッカーを塗装した。こうして完成した立体地形
ジオラマを図 3 に示す。縮尺は水平方向垂直方向
ともに 1/4000 である。破損防止のため、ジオラマ
はアルミ製のアングルを組み合わせて作製した固
定枠の中に入れて使用する。 
2-2. 授業実践に至るまでのフィールドワーク 
 本研究の推進には、地質に詳しい住民の協力が
不可欠であったので、美杉町の美杉ふるさと資料
館を訪問し、職員に協力を求めたところ、後に共
同研究者となる伊勢本街道を生かした地域づくり
協議会の語り部の山田茂氏を紹介していただいた。
山田氏は 2005 年に津市の天然記念物に指定され
た球状花崗岩の発見者である。この球状花崗岩は
美杉町内の林道の工事現場で発見された。2017 年
20 
 
7 月に山田氏を訪問し、地域の地質に関する基礎
的な情報を提供していただき、今後の教材開発で
協力をしていただくことになった。大洞山周辺の
露頭調査と基礎的な文献調査を進め、
ィールドワー
ドワークの概略を示す。
 著者らのフィールドワークでは地域住民と対面
し、地域住民しか知りえないような地域の自然事
象に関する情報を収集することを基本としている。
地域住民との交流を通して、新しい交流の場や標
本を提供していただくといった当初想定をしてい
なかった展開が見られたため、フィールドワーク
を時系列で紹介する。
 2017 年 9
し、スタッフとして勤務されていた
だまり」への来られていた地域住民
形ジオラマを見ていただいた。来客はジオラマを
囲んで「ひだまり」の位置や自宅の位置をジオラ
クを本格化させた。表
 
月に、観光案内所「ひだまり」を訪問
Matsumura et al.
 
 2018. 
9 月よりフ
1 にフィール
T さんと「ひ
6 名に立体地
表 1 フィールドワークの概要
Utilization of 
マの中で確認するなど、
られた。住民から
いただくとともに、
杉町文化祭に参加してジオラマを展示することを
提案していただいた。美杉町の文化祭に出展する
ことが本研究を大きく推進することに繋がった。
 2017
質についての情報収集を行った。その中で、次の
ような美杉の地質に関する情報が挙げられた；①
山田氏の自
②大洞山から老ヶ野にかけての林道には雪が積も
ってもすぐに融けてしまう石がある。③老ヶ野か
ら東へ約
がつく地名（敷津、奥津など）はかつてそこが海
であった場所である。著者らはこの中でも、大洞
山の麓にある雪が積もってもすぐに雪が融けてし
まう石の存在に興味を持った。また、今後の教材
化に向けて山田氏が美杉町内で採取したアケビや
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図 4 美杉町内の露頭で採取した試料 
a：植物化石，b：石炭層を含む地層のはぎ取り標本 
 
ヤマモモ、貝の化石や珪化木、球状や岩石の標本
を提供していただくことになった（図 4a）。 
 2017 年 11 月、住民から標本を提供していただ
くだけでなく、自らも資料を収集したいと考え、9
月に発見した露頭において、植物化石と石炭層を
含む地層のはぎ取り標本を作成した（図 4b）。露
頭で地層のはぎ取り標本を作成している時に、通
りがかりの地域住民の O さんより美杉町太郎生の
池の平湿原で採取した石を提供していただいた。
美杉文化祭では立体地形ジオラマ、地域住民から
提供していただいたり著者らが採集した美杉町産
の標本（球状花崗岩、珪化木、貝化石）、地質時代
の年表をセットにしたミニ博物館風の展示を行っ
た（図 5）。美杉博物館の名称を「美杉」、「博物館
(museum)」、著者の「松村」から頭文字を取り、「Ｍ・
Ｍ・Ｍ」と名付けた。化石や岩石の採取場所と形
成時代をジオラマや年表に記した。文化祭では多
くの住民と交流できる絶好の機会となるため、展
示を通して地域住民の方の地域への思いや住民だ
けが知る地域の地学事象についての情報を求める
ことにした。意見の収集は「美杉町で知っている 
面白い場所・面白いことを教えて下さい」と問い
かけ情報を収集する半構造式インタビューの方式
で行った。美杉文化祭では住民 98 名と交流して情
報を収集することができた。 
美杉文化祭では住民の N さんより岩石資料を新
たに提供していただいたり、美杉町の別の地域で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 美杉文化祭で出展した「美杉博物館」 
 
行われる文化祭（太郎生文化祭）への出展を勧め
ていただいた。太郎生文化祭では美杉文化祭と同
様の出展を行い、同様の半構造化インタビューを
行い住民 26 名と交流して情報を収集することが
できた。2 回の文化祭の展示では、展示を見なが
ら住民同士が思い出を話しながら盛り上がる様子
や、珪化木を持ち上げてその重さに驚く方がいた
り、化石の取れる場所を教えて下さる方がいるな
ど、活発な交流を行うことができた。美杉文化祭
では津市立美杉小学校教諭の石河氏と交流があり、
後に同小学校で美杉の地質に関する授業実践をさ
せていただくことになった。２回の文化祭で収集
した 114 名の聞き取り調査から得られた情報を整
理するため、質的統合法（宮内，2004）を参考に、
カテゴリー分類を行った。方法は以下の通りであ
る。聞き取り調査では、住民の発言を文章として
記録しているので、これをまず切片化した。切片
数は 86であり、交流した住民 114名よりも少ない。
これは、同伴者を連れて見学に来られている住民
と交流する場合などで、情報の提供がなされなか
った同伴者も交流者数に含んでいるためである。
切片化した切片を類似性に着目してラベルを付け
小カテゴリー化した。更に小カテゴリー化した項
目を類似性に着目してラベルを付け、大カテゴリ
ー化した。表 2 にその結果を示す。大カテゴリー
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としては「自然」「郷土史」「興味」「感想」を挙げ
ることができた。「自然」は「住民の直接体験」に
関するものが多く、中でも化石について答えた住
民は突出して多い。化石を採取した経験を有する
住民が多いことを伺い知ることができた。また、
「住民の間接経験」としては大洞山に関係する伝
承を挙げた住民が多く見られた。前述の山田氏の
話のように、「大洞山周辺には（マグマなどの地熱
の影響で）雪が降もっても雪が融けてしまう
石（場所）がある」と聞いたことを
挙げていた。また、「大洞石は大洞山が噴火して飛
んできた」、「大洞山には硫黄の匂いのするところ
がある」という話を聞いたと答えた住民も見られ
た。地域住民は大洞山を火山でと認識していた。
「展示への満足感」や「（美杉の）魅力の再確認」
に関する「感想」は多く見られ、概ね著者らの活
動は好意的な印象を住民は抱いていたようである。
Matsumura et al. 2018. 
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Ⅲ．教材開発
 
 津市立美杉小学校で「美杉の地質」についての
授業を
なり、実践に向けて授業の開発を行うことにした。
子ども達に地域の自然にじっくりと
たいと考えたため、１時間は美杉博物館（Ｍ・Ｍ・
Ｍ）の展示を行い、標本に触れながら美杉の自然
に親しんでもらう内容にした。２時間目は大洞山
の謎を探るというテーマで大洞山の起源について
考えさせる展開を考案した。構築した授業の流れ
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石や化石について説明を行う。岩石については堆
積岩と火成岩があること、化石については、化石
のでき方や中学校で学習する内容であるが示相化
石と示準化石について説明を行う。その後、化石
や岩石標本の観察に入る。その際、東京サイエン
ス社の化石 100 点セットを用いて地質時代（先カ
ンブリア時代、古生代、中生代、新生代）の化石
を時代ごとに並べ地質年表と比較しながら順に観
察をさせる。その後、美杉で採取された化石・岩
石の観察に移る。化石の観察を通して、化石がと
れた場所はかつて水中であったことなど、美杉の
古環境について説明するとともに、「奥津」や「敷
津」といった地名や、地元に多くみられる「海住」
という苗字は水に由来していることなどを紹介す
る。地層のはぎ取り標本の観察では、地層のでき
方の説明も行う。また、標本の含まれる石炭層か
ら石炭を取り出し、着火させて燃えることを確認
する。最後に気に入った岩石や化石を１つ挙げ、
紹介し合う活動を入れて本時の振り返りを行うと
いう流れとする。 
 
大カテゴリ 小カテゴリ 頻度 発言例
化石 16
化石を名張川に取りに行っていた/山の裾でアユ釣りができるところで貝化石をたくさん見た/昔に貝化石を取っていた/上太郎生
で貝化石がたくさん見れる場所がある/スカイランドを超えたあたりに貝化石がある/川上、三重大学の演習林へ行く道で貝化石が
採れる/大洞山へ貝化石を小学校の時に取りに行った（約5、60年前）/赤目グリーンビレッジホテル付近の道で貝化石が採れた/ひ
がわ林道で貝化石がある/珪化木を花瓶の台にしていた/貝化石を川に取りにいった/大洞山に化石を取りに行った/竹原、白山町で
化石が見つかる/大洞山の谷の部分で貝化石を拾った/昔は遊びで化石を探していた/大洞山から老ヶ野にかけてのアオキバがたく
さん生えている地点の大きな岩、冬でも雪が積もらない/老ヶ野の東へ４km ほどで化石を発見
地層 5 美杉が岩盤がしっかりしている/グラファイトの地層がある/戸木で集落の谷川で岩盤や球状の穴が見れる/みさと町でグラファイトの地層が見える/山田さん宅のそばの川に石炭層が見られる
岩石 5
球状花崗岩はもっとギザギザしたものもある。それを菊石と呼んでいた/八手俣川で珪化木、球状花崗岩の大きな岩石があった
が、先日の台風で流されてしまった/⑤の岩石は白い字が書ける/がくのどうが崩れたときに出てきた岩石が黄鉄鉱/奈良、三重の
県境で黄鉄鉱を見た
河川 2 昔は川で遊んでいた/河川の流れる方向が違うため、上手と下手の方向が違う
古環境 2 海住さんという名前は昔に美杉が海だった名頃？/貝の化石が出るのは昔に海や湖だったのか、先住民の食べた後だろうか
大洞山 1 １週間前に大洞山に登って、山頂へ行った時のことを思い出す
生物 1 ナンジャモンジャの木がある。ナンダモンダと名前が似ている
大洞山 5
鞍骨峠の向こうに雪が積もらないところがある/大洞山から老ヶ野にかけてのアオキバがたくさん生えている地点の大きな岩、冬
でも雪が積もらない/大洞山が噴火して大洞石が飛んできた/大洞山のスカイランド近くに硫黄の臭いがする。その近くで採れた水
を沸かして入る人もいる
岩石 3 竹原・美杉鉱山ではちょうけい石が採れた/亜炭鉱があった/いいだかで光るはがれる石が採れる
鉱泉 1 鉱泉がある。奈良県のひめしの湯から繋がっている
6 蛍が美杉で見れる。ゲンジボタルは赤い光によってきて、ヘイケボタルは黄色の光によって来る/アサギマダラが見れる/蛍が見れる/星、空、空気、水がきれい/孫が返ってきたときござを敷いて星を眺める/星を見るのが好き
2 地震など孫が心配/気候変動など自然は怖い
1 ソーラーパネルは景観が良くない
8
太郎生で出てくる土器は伊勢と大和が混ざっている/多気で土壁に小判が見つかった/下呂石では石器の原料が採れる/北畠神社が
ある/太郎生地区では、昔、伊賀と伊勢などの戦いが絶えなかった。地名が鞍骨？なまごろし？がある/日置さんは昔ろうそくなど
で太陽を使って測量していた人たちが由来になっている/美杉は春日大社と伊勢神宮の通り道/大洞山遺跡でくの字の土器が発見さ
れ、シベリア文化との繋がりがある
5 池の平で採れた岩石は表面（地面）にあったのか/美杉でも球状花崗岩のような岩石が採れるんだ/模型の視点と実際の視点を比べてみたい/地形図と模型を比べたい/奈良と三重の県境はどこか/美杉はあまり地震では揺れないのは岩盤が関係しているのか
8
このような展示がしてもらえるのは嬉しい/大洞山も含め全体的によくできている/素晴らしい取り組みだと思う。自然豊かな美杉
の太古の時代を想像することができた。ロマンチック/感動した/遠方から若い学生が、美杉の歴史に興味を持ってくれるのはとて
も嬉しいこと/改めて地形図や岩石を見ると楽しい/化石だけだと見ないが、模型があると目が留まる/化石や岩を見ると面白く
て、探してみたくなる
5 太郎生の地図を作ってほしい/細かい地名が欲しい/模型に地名が欲しい/模型の緑色は先入観を与えてしまう。広葉樹は緑だけではない/⑤の場所も地図にあるといい
4 改めて美杉のことを学ぶことができた/村の人は当たり前で気づかないことを、このような支援で、大切にしようという気持ちに変わってくれたら嬉しい/長く住んでいる人はいいところが当たり前になっていて、外から見たほうが分かる
2 興味がないとただの石にしか見えない/興味がないからあまりわからない
4 イベントがあると田舎でも盛り上がる/名松線は名張、松坂間の予定であった/心の中は地層のように/孫がきれいな石を喜んだことから、石に興味を持った
住民の間接経験
感想
自然
住民の直接経験
興味
郷土史
展示への満足感
改善点
魅力の再確認
無関心
その他
良いところ
不安
景観
表2 住民へのアンケート調査における自由記述のカテゴリー分類 
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2. 「大洞山はどんな山だろう」の授業展開 
 フィールドワークを通して、住民は、大洞山に
は雪が降ってもすぐ融けて積もらない石（場所）
があるということや大洞石は大洞山が噴火して飛
んできたといった伝承があることから、大洞山は
火山だと考えていることが分かった。しかしなが
ら、前述のように最新の科学的な知見では大洞山
は堆積した火砕流堆積物が侵食を受けて残った一
部分であるとされている。両者の間には大きな隔
たりが見られるが、住民の見解を間違いと断定せ
ずに、両者の考えや知見を丁寧に扱いながら大洞
山の成り立ちについて議論を活発化させるような
表 3 児童へのアンケート調査における自由記述のカテゴリー分類 
大ｶﾃｺﾞﾘｰ 記述数 記述
3 前からこの日が楽しみでした。／最初理科室に入ったとき、いろんな種類の化石があってわくわくしていました。／僕は恐竜とか化石とかが好きだったので前から楽しみでした。
1 自主勉で化石、時代、生物の事はあまりしたことがありません。（宇宙の星の誕生はしたことがあるが…）
地球史 6
１限目、デボン紀、ジュラ紀、白亜紀などは知っていたけれど、シルル紀などは知らなかったの
で、こんなに時代があるのかとびっくりしました。その中で自分が知っているのは白亜紀だけ
知っていました。／古代生物が生きた時代を見て、たくさんあるんだなと思いました。／地球に
最初は酸素がなかったなんて知りませんでした。／海から生き物が生まれたけれど、最初は
ものすごく小さいんだと初めて知りました。／年表を見たら46億年まで書いてあってびっくりしま
した。／いろいろ時代があって昔はこんな時代があったんだと思いました。
化石 12
示相化石、示準化石という言葉を知らなかったので勉強になりました(2)。／化石はいろんな
種類の化石があることが分かりました。／葉っぱの化石や木の化石、恐竜の糞の化石など
様々な化石を紹介してもらいました。／実物の化石があったのですごく分かりやすかった。／
いろいろな化石でぼくはあんまり本物の化石は見たことがなくて本物の化石が見れた。／化
石は意外と身近にあることが分かりました。／美杉にもこんな化石があったんだと思いました。
／木の化石を見たとき、木も化石になるんだと思いました。／化石のときに三葉虫のおもちゃ
の化石とは違ってやっぱり実物は違うなと思いました。／授業が始まると昔の時代の話、化石
の話などすごくおもしろくて、こんなものもあったのかと思いました。／珪化木を持ったとき、5
kgぐらいあるかなと思いました。
火山 9
火山がどうやって出来たのか知れてよかったと思いました(2)。／溶岩はドロドロして遅いと
思っていたけど、新幹線並みの速さで流れてくることを知って、噴火の恐ろしさを学びました。
／火山の実験がもわっとなっていて、ふわふわしてそっと触りたいなってずっと思っていまし
た。／大洞山が火山だと思っていたけど、火山じゃないと言われてなるほどと思いました。／大
洞山の話では、僕は前まで大洞山は火山という１択しかなかったけれど火山灰が積もってで
きたなどの研究者の話で、火山じゃないかとも僕の頭の中に違う大洞山のイメージが出てきま
した。／火砕流と火山灰の実験でどういう風になるのかが分かりました。／塩水と水がうまくい
けば混ざらない事も分かった。／火山灰が大気をつきぬけないことも分かりました。
地層 1 2時間目も大洞山の話を聞いた後実験をしました。石炭は燃えるか燃えないかという実験でちょっと燃えなかったときは「あれ。」と思いました。それでも石炭は燃えると聞きました。
12
火山の噴火の実験が面白かった(5)。／中畑さんの美杉の人役が面白かったです(3)。／いろ
いろな化石があってすごく楽しかったです。／昨日探したら貝の化石があってすごいと思いま
した。／大洞山は火山だった説と、火成岩や火山灰でできている説のどっちか考えるのが楽し
かったです。／化石の紹介が好きでした。
地球史 4
古生代の時は大きかったトンボがなぜ今小さくなったのか興味を持った。／海の生物が何年
かけて進化したのか興味を持ちました。／美杉にも昔、恐竜やマンモスがいたのか知りたい。
／美杉が昔、海だったらどれくらいの深さのところだったのか知りたい。
化石 14
僕も化石を見つけたいと思いました(5)。／化石にとても興味を持ちました(3)。／美杉にはもっ
とどんな化石があるのか知りたい(3)。／化石がどこで、どうやったら採れるのか具体的に知り
たい。／化石ができる仕組みに興味を持った。／化石にもともと興味を持っていました。
火山 9
大洞山は火山なのか違うのかもっと知りたいと思いました(4)。／火山の噴火の実験は実に興
味をもちました。／どうして塩水と真水がなぜ混ざらないのか興味を持った。／僕は大洞山の
事をもっと詳しく知りたいです。／大洞山のどの部分が雪が降っても積もらないところなのか。
／大台ケ原がどんなところなのか知りたい。
地層 1 美杉の地層のことを知りたいです。
13
中学生で習うところも考えてもらえて嬉しかったです。／自分の住んでいるところなのに、知ら
ないことばっかだったので勉強になりました。／貴重な話、実験準備等ありがとうございまし
た。／美杉小学校に来てくれてありがとうございました。／今日は楽しい授業でした。／今日の
授業は僕の将来にとても役立つ内容だったと思います。／今回の勉強はすごく興味を持ちまし
た。／とても分かりやすかったです。今日１日ありがとうございました。／とてもいい勉強になり
ました(3)。／鬼ごっこですごく足が早くてつかまえることができませんでした。／休み時間もと
ても楽しかったです。
授業後
興味を
持ったこと
全体の感想
小ｶﾃｺﾞﾘｰ
授業への期待
大洞山の自然に対する知識のなさ
授業前
面白かったこと
学んだこと
授業中
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展開を考えた。 
 まず、大洞山について知っていることを発表さ
せ、全員で共有する。次に雪が降っても雪が積も
らない場所があるという伝承から、大洞山が火山
であるとする住民の見解を紹介する。その後、マ
グマだまり、火口、火道など火山についての説明
をし、研究者が様々な研究成果をもとに大洞山が
火山ではないと考えていることを紹介する。大洞
山山頂部や曽爾村で見られる柱状節理は火砕流が
冷えてできたものであることを説明して、水槽を
用いた火砕流の再現実験（笠間ほか，2011）を行
い、火砕流について学習を行う。最後にどんなこ
とが分かったら大洞山が火山であると言えるのか
について話し合わせ、本時の振り返りにつなげて
いく。大洞山の起源については、授業補助者が住
民側と研究者側の役を演じ、意見を主張する寸劇
を取り入れ、児童の興味を喚起する。 
 
Ⅳ．授業実践とその考察 
 
 2017 年 11 月 29 日に三重県津市立美杉小学校 6
年生 8 名の児童を対象に実践を行った。2017 年度
の津市立美杉小学校の全児童数は 55 名であり、津
市の小規模特認校に指定されている。 
 授業は概ね計画通りに実施することができた。
授業後、受講した 8 人の児童に自由記述で「授業
の中で面白かったところ、興味を持ったところは
ありますか」「授業を通して、美杉町のことでもっ
と知りたいと思ったところはありますか」「感想」
の 3 つの設問に分けて感想文を書いてもらった。
この感想文をもとに、児童が授業を通して得た学
びについて分析を行う。分析は前章と同様に質的
統合法（宮内，2004）を用いた。自由記述の文章
を 85 個に切片化して前章と同様に小カテゴリー、
大カテゴリーに分類分けを行った（表 3）。カテゴ
リーの図解化を試みたところ、図 7 のような構造
化を行うことができた。これらの結果をもとに授
業実践を振り返る。 
 
1. 「美杉博物館」の授業実践 
立体地形モデルを見せると、児童生徒は「すご
い」などと歓声を上げる様子が見られた。化石や
図 7 自由記述のカテゴリーの分類化 
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岩石の観察では、ルーペを用いて熱心に化石を観
察する姿が見られた。地球の歴史に沿って化石や
岩石の観察を行ったことで、地球の歴史の長さや
様々な時代があったことに驚いたことがうかがい
知ることができただろう。化石について、自分で
化石を採ったことがあるか聞いたところ、採った
ことがある答えた児童は 8名中 1人名のみであり、
身の回りで化石が採れるということを知らないよ
うであった。授業では化石の解説に多くの時間を
使ってしまい、じっくり化石を観察する時間や、
お気に入りの化石を探す活動を時間内に入れるこ
とが出来なかった。授業の様子や記述から、児童
にとって化石の紹介や、観察の活動は面白かった
ことが分かる。そのため、授業時間を 2 時間にし
て、児童がゆっくり化石や岩石を観察する時間を
設けてもよいと感じた。 
授業を通しての児童の学びについて表 3、図 8
をもとに考察を行う。授業後の自由記述では「古
生代の時は大きかったトンボがなぜ今小さくなっ
たのか興味をもちました」、「海の生物が何年かけ
て進化したのか興味をもちました」という記述が
見られた。このことから、授業を通して地球の歴
史の長さや古代の生物について学び、46 億年とい
う長い歴史の中での生物の進化について興味を持
ったことが分かる。 
「美杉が昔海だったならどのくらいの浅さだった
のか知りたい」という美杉の古環境に関する記述
も見られた。これは中学校の学習範囲である示相
化石や示準化石についての学習を行ったことが、
地域の古環境に対する興味・関心を持つ契機に繋
がったと考えることができる。 
最も多く記述が見られたのは化石についてであ
る。児童にとっては実物の化石を見たり触れたり
する機会が少なく、実物の化石を前に虫眼鏡で一
生懸命観察を行っていた。化石の種類の多さや、
化石の重さへの驚きがあり、様々な種類の化石の
観察を通して、骨だけではなく、木や恐竜の糞も
化石に成り得ることを学んだ。化石に関して 8 名
中 5 名の児童が「化石を探しに行きたい」、「美杉
でどんな化石が採れるのかもっと知りたい」など
の記述が見られた。これは立体地形モデルを通し
て、化石が見つかった場所が意外と自分の身の回
りの近くであったことや、著者の松村自身が見つ
けた化石を紹介したことで、児童が化石をより身
近なものに感じたのではないかと考えられる。授
業の次の日に実際に化石を探しに行った児童が化
石を見つけたという記述もあった。 
これらのことから、美杉博物館での化石や岩石
の観察を通して、児童の地域の自然への興味・関
心を高めることができたと言えるだろう。 
 
2.「大洞山はどんな山だろう」の授業実践 
大洞山について聞いたところ、児童全員が火山
だと思っていると答えた。住民役と研究者役に分
かれて授業を進めていったが、感想文には「美杉
の住民役の人が面白かった」という記述がいくつ
か見られたことから、児童は楽しい雰囲気の中で
学習を行えたようである。噴火の実験では、モデ
ルの火山から火山噴出物に模したチョークと水を
混ぜた液体が噴出すると驚きの声が上がっていた。 
 授業を通しての児童の学びについて表 3、図 7
をもとに考察を行う。自由記述では「大洞山が火
山なのか違うのかもっと知りたいと思いました。」
という記述が 8 名中 4 名見られた。火山だと思っ
ていた大洞山について、火山ではないという研究
者の主張は、児童にとっては驚きだったのと同時
に児童の探求心を引き立てることが出来たと考え
られる。大洞山について考える時間を十分に確保
することが出来なかったものの、大洞山が火山か
どうか考える活動が面白かったという児童も見ら
れた。授業を通して大洞山の起源について、児童
の興味関心を高めることができたと言える。 
大洞山のでき方と関連付けて水槽とチョークを
用いた噴火の実験では、実際に火砕流や噴煙を再
現した際に驚きの声があがったことや、8 名中 5
名が「噴火の実験が面白かった」と記述している
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ことから、児童にとっても印象深い実験であった
ようだ。実験から、火山灰の広がり方や火砕流に
ついて具体的なイメージをすることが出来た。記
述では、「溶岩はドロドロして遅いと思っていたけ
ど、新幹線並みの速さで流れてくることを知って、
噴火の恐ろしさを学びました。」という記述が見ら
れたが、これは溶岩と火砕流を混同してしまった
ためだと考えられる。実験前や実験中にしっかり
と説明をする必要があるだろう。 
「今日の授業は僕の将来にとても役に立つ内容
だったと思います」「今日はとても楽しい授業でし
た」という感想に見られるように、楽しく学習を
行うことができただけでなく、中学校の範囲の学
習に対しての充実感も得られたことが分かる。ま
た、「自分の住んでいるところなのに、知らないこ
とばかりだったので勉強になりました」という記
述に見られるように、今回の学習を通して、自分
たちが住んでいる地域の自然についての理解を深
めることができた。 
 
Ⅴ．終わりに 
 
 手探りのフィールドワークから始めた本研究で
あったが、住民との交流を通して地域の自然や伝
承に関する情報や、多くの岩石・化石の標本の提
供を受け、著者らも標本の採取を行うことができ
た。こうした地域の自然事象と最新の科学的知見
を活用した授業「美杉ミニ博物館」「大洞山の謎を
探る」の授業を開発し、地域の小学校にて小学 6
年生を対象とした授業実践を行うことができた。
このように本実践では、居住歴の長い高齢者のよ
うな住民の持つローカルな自然の知識を収集し、
科学的な整理・解釈を加えて教材化した。そして
学校教育の場を通じてこうした知識を地域の児童
に伝えることができた。しかし、かつてはこうし
た知識は高齢者から若年層に自然な形で伝承され
てきたのであろう。 
 著者らの活動は地域住民にどう映っているので
あろうか。フィールドワークでは住民から美杉の
自然に関する情報のみならず、著者らの活動に対
する様々な意見も寄せられた（表 2）。著者らの活
動については「地域外の人が美杉に興味を持って
くれることは嬉しい」という感想が多く寄せられ、
展示を通して、地域の魅力を再発見し、地域の自
然に対する興味・関心が深まった住民もいること
が分かった。当初は協力者で後に共同研究者とな
った著者の山田も、今回の活動を通して「自分に
とって今回の活動が頑張る目標になる。今回の活
動は先の長い子ども達に地域の自然を分かっても
らうよい機会であり、自然が好きな人が増えてく
れるとうれしい。展示物は地域のいろいろなとこ
ろで活用できる。」と考えている。著者らの活動に
接する中で標本を提供して下さった O さん、N さ
んもおそらく同じような思いを抱いておられたの
ではないかと思う。一方で、著者らの活動の趣旨
が必ずしも地域住民に理解されているとは言えな
い面もみられた。2018 年 1 月に行った交流会（表
1）において、美杉文化祭での出展を勧めてくれた
T さんからは、「美杉の自然や歴史は教わったこと
もなく、今回の活動もよく分からなかった」「年配
の方は閉鎖的になってしまうので、今回の活動は
若い世代から巻き込むことで美杉全体に広がるか
もしれない」「夏休み等を利用して化石の発掘やハ
イキングを行うのもよいかもしれない」という感
想をいただいた。 
 現代では、異世代交流の希薄化が社会全体の大
きな課題になっており、これまでの血縁、地縁に
よらない異なる機縁で中高年者の有する知識や経
験、培ってきた技術などの能力を社会に提供して
もらい、その有能さを青少年世代に伝達していく
しくみづくりが必要とされている（卯田，2008）。
一方で、長田（2008）の調査によると、70 歳代以
上の高齢者の多くは若い世代との交流を望んでい
るものの、3 分の 1 は、若い世代とは考え方が違
いすぎることや、面倒くさい等といった理由から、
青少年世代との交流を望まない傾向もみられる。
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若い世代と高齢者が場を共にすることももちろん
大切であるが、著者らの活動のように、地域外の
人間が地域の若い世代と高齢者のいわば“仲執り
もち”として若い世代と高齢者を間接的に繋いで
いく方法も、高齢者のもつ知的・経験的資産を若
い世代に繋いでいく一つの方法として有効なので
はないかと考える。 
開発した教材をどう今後に活用していくのかと
いう点は今後の大きな課題である。JR 名松線の終
点の伊勢奥津駅や観光案内所に教材を展示してい
ただくことも検討したが、スペースの問題や手続
きや管理の問題等課題が多く、現在のところ実現
していない。教材を用いた出張授業は機会があれ
ば今後も継続して行っていきたい。 
住民が大洞山を火山であると考えている根拠と
している、大洞山麓にある雪が積もってもすぐに
融けてしまう石（場所）の伝承は、非常に興味を
引くものである。しかし、その石（場所）は現在
のところ特定できていない。著者らの中でもその
解釈は分かれているが、中野は過去に発生した大
地震と関係があるのではないかと考えている。大
きな地震により、大洞山上部の凝灰岩（大洞石）
の一部が崩れて山麓の林道付近に落下した。その
直後に降雪があったが、落下によって石に蓄えら
れた運動エネルギーの放出によってすぐに雪を融
かしたのではないか。過去に発生した大地震（紀
伊半島南部地震，1899 年 3 月 7 日；東南海地震，
1944 年 12 月 7 日；南海地震，1946 年 12 月 21 日）
のいずれもが降雪期に発生しているからである。
今後はフィールドワークを更に進めてこの仮説の
検証を行っていきたいと考えている。 
 
注 記 
匿名の査読者からは原稿の完成に向けて有益なコメ
ントをいただきました。本研究の一部は 2017 年度江
頭ホスピタリティ財団の助成を受けて行いました。
京都教育大学の同窓の五十嵐大祐君、中畑俊平君に
は授業実践で補助をしていただきました。著者らの
活動を日頃より暖かく見守って下さる津市美杉町の
住民の皆さんをはじめ、これらの支援に謝意を表し
ます。 
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